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はじめに                           

 

１ 目的 

  八戸市では、指定避難所では避難生活に支障を来たす、高齢者、障がい者、妊産婦・

乳幼児等の要配慮者を対象に、バリアフリー化など特別な配慮がなされた避難所とし

て、家族等の見守りにより生活ができる方のための「市福祉避難所」と、常時介護や

支援が必要な方のための「施設福祉避難所」をそれぞれ指定している。 

  福祉避難所は、重症化リスクの高い要配慮者が主に利用する場所であることから、

新型コロナウイルス感染症を含む感染症の流行下において避難所を開設、運営するに

あたっては、感染防止対策を講じる必要がある。 

そこで、本マニュアルは、避難者が安心して避難所を利用でき、また福祉避難所と

なる社会福祉施設等が適切に避難所を開設・運営できるようにするため、福祉避難所

における感染症対策をまとめたものである。 

 

２ 位置づけ 

本マニュアルは、既存の「八戸市福祉避難所設置・運営マニュアル」、「八戸市福祉

避難所開設・運営マニュアル〔施設福祉避難所向け〕」を基本とし、感染症拡大防止

対策として実施する事項をまとめたもので、両マニュアルの別冊資料とする。 

 

３ 方針 

本マニュアルは、新型コロナウイルス感染症流行下における災害発生時の避難所の

運営に係る国の通知やガイドラインの他、青森県の「新型コロナウイルス感染症に備

えた避難所運営の手引き」を踏まえ、策定するものとする。 

 

４ 改訂 

  本マニュアルは、国や青森県などによる新たな通知やガイドラインの公表、また感

染症の流行の状況、避難所運営訓練等を反映し、適時見直しを行うものとする。 
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第１章 平常時における取組（避難所開設前）               

 

１ 感染症対策に必要な物資・器材の準備 

〇 感染症予防に必要な物資・器材等をリスト化し、必要数を把握した上で、その

確保に努める。なお、アルコール等燃えやすいものや洗剤、消毒液（次亜塩素酸

ナトリウム）など誤った利用により健康被害が生じる恐れのあるものについては、

管理方法や保管場所を定め、適切に管理する。 

〇 避難所内に掲示する手指衛生、咳エチケット、マスク着用、３密回避等のポス

ター、運営スタッフに申し出るべき症状をまとめた案内表示などをあらかじめ準

備する。 

  【参考】資料１ 感染予防備蓄物資チェックリスト 

       資料２ 掲示物例「感染症対策への協力をお願いします」 

      資料３ 掲示物例「体調不良時の申し出」 

 

 

 ２ 避難所レイアウトの検討 

⑴検温・問診場所の設定 

〇 避難所入り口や居住スペースの外に、発熱や体調など避難者の健康状態を確認

するための検温・問診場所を設定する。 

【参考】資料４ 検温・問診場所レイアウト例 

 

⑵避難所内の居住スペースの確保 

① 居住スペース内の密集や密接を避けるため、避難者一人当たりの占有スペース

は４㎡以上とし、通路幅を２ｍ確保できるようにする。 

② 飛沫感染を防ぐため、通路歩行者の顔よりも高いパーティション等で占有スペ

ースを間仕切るようにする。なお、パーティション等の高さは、飛沫感染防止

の観点から高いほうが望ましいが、空気の循環が悪くなる等の問題を生じる可

能性もあるため、避難所の状況に応じて適切な高さを検討する。 

【参考】資料５ 避難所レイアウト例 

 

⑶専用スペースの確保、ゾーニングの検討 

① 避難後に発熱等の感染が疑われる症状が発生した場合に備え、発熱者等のため

の専用スペースの設置場所や、専用のトイレ・手洗い場などを事前に確認する。 

② 他の避難者と交わることがないよう入口から専用スペース、トイレに至るまで

の動線を想定し、パーティション等による分離を検討する。 

③ 施設福祉避難所において、施設内に入所者等の他の利用者がいる場合、感染リ
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スクを減らすため、利用者と避難者の動線を分離し、利用者と避難者が接触す

ることのないレイアウトの確保を検討する。なお、運営スタッフについては、

可能な限り、福祉避難所専従とし、利用者の居住スペースと福祉避難所の往来

を減らすように努める。 

【参考】資料６ ゾーニングの例 
    資料７ ゾーニングをするための要点チェック 

 
 ⑷避難所運営訓練等の実施 

   〇 可能な範囲で、市福祉避難所・施設福祉避難所それぞれにおいて、開設・運営

にあたる関係者間で訓練や研修を実施し、事前に避難所運営の課題を検証して

おく。 
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第２章 災害時における取組（避難所開設時）                        

 

１ 設営 

①  避難所入り口や居住スペースの外に検温・問診場所を設置する。 

② 避難後に発熱等の感染が疑われる症状が発生した場合に備え、発熱者等のため

の専用スペースを準備する。 

③ 消毒液、配布用マスクの配置、パーティション等を設置する。 

④ 一人当たり４㎡以上のスペース、幅２ｍの通路を確保した居住スペースの区画

を、養生テープの貼り付け、パーティション等の設置により設定する。 

⑤ 区画した居住スペースに段ボールベッド等を設置する。 

【参考】資料４ 検温・問診場所レイアウト例 

 

２ 避難者の受入 

⑴検温・問診 

① 検温、問診の際は、列が密にならないよう注意する。 

② 受付者はマスク・手袋・フェイスシールドの他、必要であれば、ガウン等の個

人防護具を着用する。 

③ 避難者は消毒液で手指消毒し、マスクを着用する。着用していない場合は受

付者から配布用マスクを提供する。 

④ 避難者全員の検温と体調を確認し、問診する。 

⑤ 問診結果に基づき、専用スペースへの隔離等の対応を行い、対応内容をまと

める。 

【参考】資料４ 検温・問診場所レイアウト例 

資料８ 問診票 

資料９ 問診票に基づく対応 

 

⑵感染が疑われる避難者の隔離 

① 感染の疑いがある避難者は一時的に避難所内の専用スペースへ隔離し、定期

的に体調の確認を行う。 

②  必要であれば、八戸市保健所や各医療機関に連絡及び相談をする。 

【参考】資料 10  避難所内での留意事項について 

【連絡先】八戸市保健所 電話番号：0178-43-2291  FAX 番号：0178-43-2329 

 

⑶受付 

〇 感染の疑いがある避難者以外の避難者は、居住スペースの一角で受付する。

また、ポスター掲示、呼びかけにより避難者の感染防止のための運営上の留
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意点について周知する。 

【参考】資料２ 掲示物例「感染症対策への協力をお願いします」 

      資料３ 掲示物例「体調不良時の申し出」 

 

３ 避難者の健康管理 

⑴衛生管理 

① 手洗い、消毒、咳エチケットについて、避難者に周知する。 

② 避難所内の換気、清掃、消毒を定期的に実施する。 

 

⑵３密の回避 

〇 避難者間の距離（２ｍ以上）を確保する。 

  

  ⑶入所後の避難者へのケア 

   〇  体調が悪化した避難者については、改めて検温・問診を行う。 

 

⑷発熱等の症状が出ている避難者のケア 

① 発熱等で同じ兆候・症状のある者を同室にしないよう努め、やむを得ず同室

にする場合は、パーティション等で仕切るなど工夫する。 

② 担当する運営スタッフは、マスク・手袋・フェイスシールドの他、必要であれ

ば、ガウン等の個人防護具を着用する。 

③ 発熱者等の専用スペースやトイレは、一般の避難者とはゾーン、動線を分け

る。 

 

４ 避難者情報の管理 

    ① 受付時に避難者の氏名、年齢、性別、連絡先を記録する。 
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第３章 災害時における取組（避難所運営時）             

 

１ 健康確認 

⑴避難者等の体調確認 

① 避難中も定期的に避難者の検温・問診を実施する。 

② 運営スタッフの健康管理についても、事前に各自の健康状態（発熱、咳など） 

を確認し、症状がある場合は従事させないなど適切に対応する。 

【参考】資料 11 健康状態チェックカード（例） 

【参考】資料 12 健康状態チェック表（例） 

 

⑵感染の疑いがある者が出た場合の対応  ※第２章-３-⑷も参照  

① 個別に区画された専用スペース等に隔離する。 

② 隔離する際は、入口から専用スペース、トイレに至るまで専用の動線を確保

する。 

 

２ 衛生管理 

⑴換気の徹底 

〇 部屋のドアや窓開け、扇風機の使用等により、換気を定期的に実施する。 

 

⑵居住スペースの清掃 

① 清掃の際には、個人防護具を着用のうえ、消毒液を使用する。 

② ゴミ袋は、２枚重ねで使用し、しっかりと口を閉じて廃棄する。 

 

⑶施設の消毒 

① 避難者や運営スタッフなど多くの人が触れることが多い箇所（ドアのぶ・手

すり・机・スイッチ・エレベーターボタン等）や物品について、重点的に消毒

を実施する。 

② 消毒の際には、消毒液（※）を使用する。 

 ※ エタノール、次亜塩素酸ナトリウム（使用の際は、感染管理認定看護師に意

見を仰ぐことが望ましい） 

 

⑷食事時間等の管理 

① 密集・密接を避けるため、避難者ごとに食事の時間をずらす。 

 

⑸避難者個々の感染対策 

〇 手洗い、消毒、咳エチケットを徹底するよう周知する。 
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※心身の状態や年齢等によっては、マスクの着用や消毒等の感染症対策の実施

が危険な要配慮者もいることから、各感染症対策によるリスクについても十

分に理解し、要配慮者の心身の状態に応じた適切な健康管理を実施する。 

※マスクにより呼吸困難が生じる恐れのある方（呼吸器の疾患がある、乳幼児

等）やマスクを触ってしまうなど正しく着用できない方については、マスク

を着用させず、パーティションの設置や手洗いなどの他の感染症対策を講じ

る。 

   

３ 収束後の原状回復 

・保健所や施設管理者の指示に基づき、施設内の清掃・消毒を行う。 

・清掃の際は、消毒液を使用する。 
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【資料１：感染予防備蓄物資チェックリスト】 

感染予防備蓄物資チェックリスト 

品目 備考 

予防策・ 

健康管理 

マスク □（    ）枚  

体温計（非接触式） □（    ）個  

パルスオキシメーター（※） □（    ）個 ※血中酸素飽和度測定器 

擦式消毒用アルコール製剤 □（    ）個  

間仕切り・仕切り用ビニール □（    ）枚  

段ボールベッド □（    ）個  

消毒 

石けん □（    ）個 液体せっけんが望ましい 

消毒液（エタノール等） □（    ）個  

ウェットティッシュ □（    ）個 アルコール含有のもの 

ペーパータオル □（    ）個  

個人防護具 

マスク □（    ）枚  

ゴーグル、フェイスシールド □（    ）個  

ガウン（レインウェアでも可） □（    ）着 撥水性のあるもの 

ゴム手袋（使い捨て） □（    ）枚  

扇風機 □（    ）台  

簡易トイレ □（    ）台  

ゴミ箱（専用スペース） □（    ）個 蓋つきのもの 

古新聞 □（    ）枚  

養生テープ・マスキングテープ □（    ）個  

問診票 □（    ）枚  

サイン、ポスター類 □（    ）枚 

・感染症対策 

・３つの密回避 

・申し出る必要がある症状

を列記したポスター等 
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【資料２：掲示物例「感染症対策へのご協力をお願いします】 
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【資料３：掲示物例「体調不良時の申し出」】 

 

体調不良時の申し出 
（避難所 掲示ポスター） 
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【資料４：検温・問診場所レイアウト例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「岐阜県避難所運営ガイドライン（新型コロナウイルス感染症対策編）」（岐阜県、

2020.5）より一部引用 

  

受付 

検温・問診場所 
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【資料５：避難所レイアウト例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：R2.6.10 府政防第 1262 号「避難所における新型コロナウイルス感染症への

対応参考資料（第 2版） 
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【資料６：ゾーニングの例】 

 

 

 

 

 

 

出典：DRI 臨時レポート No.2 2020 福祉避難所での感染を防ぐためのゾーニング 

（速報）2020 年 5 月 13 日現在 
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出典：DRI 臨時レポート No.2 2020 福祉避難所での感染を防ぐためのゾーニング 

（速報）2020 年 5 月 13 日現在 
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【資料７：ゾーニングをするための要点チェック】 
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出典：DRI 臨時レポート No.2 2020 福祉避難所での感染を防ぐためのゾーニング 

（速報）2020 年 5 月 13 日現在 
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【資料８：問診票】 

問 診 票 

受付番号  避難所名  

記入日時 令和   年   月   日   時   分 体温 度 

氏  名  年齢  性別  

連 絡 先  車両ﾅﾝﾊﾞｰ  

 

あてはまる物の数字に〇をつけてください。 

＜症状＞ 
１ 熱がある（   日前から   度程度） 
２ 風邪のような症状などがある 
（該当するものに〇：咳、鼻汁、頭痛、のどの痛み、その他          ） 

３ 息苦しさがある 
４ 強いだるさがある 
５ インフルエンザのような症状（寒気、関節痛・筋肉痛など）がある 
６ においがわかりにくい、味がわからない 
７ 咳があり、血が混ざった痰がでる 
８ からだにぶつぶつ（発疹）が出ている（かゆみや痛みがある） 
９ 唇や口の周りにぶつぶつ（発疹）が出ていて、痛みがある 
10 下痢便（水のような便、柔らかい便、形のない便、噴出するような便等）が出た 
11 吐いた、または吐き気がする 
12 おなかが痛く、便に血が混ざっている 
13 目が赤く、目やにが出ている 
14 その他（                                ） 
15 該当なし 

 

＜現状＞ 
１ 通院している（通院理由：                        ） 
２ 日常的に薬を服用（薬名：      ）※お薬手帳がある場合、ご提示ください。 
３ 妊娠している（妊娠第  週、出産予定：  月  日） 
４ 該当なし 

 

＜２週間以内の行動歴＞ 
１ 県外に出かけていた（訪問先：                      ） 
２ 海外から帰国（訪問先：                         ） 
３ 県外・海外から帰省・来訪された方との交流があった 
（       から帰省・来訪した       ）例（東京から帰省した息子） 

４ 該当なし 

 

＜濃厚接触の有無＞  有 ・ 無 
新型コロナウイルス患者との接触があった場合 最終接触時 令和  年  月  頃 
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【資料９：問診票に基づく対応】 

問診票に基づく対応 

問診の結果に基づき、下記のとおり対応しました。 

 

１ 新型コロナウイルスの疑い 

●濃厚接触の有無（ 有 ・ 無 ） 

→２週間以内に濃厚接触した場合、各保健所に連絡・相談 

濃厚接触者用宿泊施設に収容可能ならば、避難者本人の私有車で移動（※施設が開設

しているか確認） 

異動困難な場合、専用スペースに隔離 

●症状の有無 

 問診結果 備考 

１ 発熱 ℃    日前  

２ 風邪の症状  席、鼻汁、頭痛、喉の痛み等 

３ 息苦しさ   

４ 強いだるさ   

→いずれかに該当する場合は、各保健所に連絡・相談 

ＰＣＲ検査を受ける場合は、避難者本人の私有車で移動 

移動困難な場合、専用スペースに隔離 

※＜２週間以内の行動歴＞もしくは＜現状＞に該当ある場合は必ず連絡・相談 

●対応措置結果（いずれかに〇） 

 対応措置結果 備考 

 専用スペースへ隔離  

 私有車に乗車し観察中  

 その他（           ）  

 

２ その他感染症 

 問診結果 推定される感染症 

５ 寒気、関節痛・筋肉痛  発熱ある場合は、インフルエンザ 

６ 咳、血痰  肺疾患 

７ 体に発疹（痛み無）  発熱ある場合は、水痘やはしか、風疹等 

７ 体に発疹（痛み有）  帯状疱疹等 

８ 唇、口周りに発疹  単純ヘルペスウイルス感染症 

９ 下痢便  ノロウイルス感染症その他の消火器感染

症 10 吐いた、吐き気  
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11 腹痛、血便  細菌性の急性下痢 

12 目充血、目やに  ウイルス性結膜炎 

13 その他  ※必ず医療機関等に相談すること 

 

→個室に隔離し、医療機関に相談（必要に応じて救急車等で搬送） 

※感染者と家族の分離が困難な場合（乳幼児等）は、医療機関や保健所等と相談し、

予防措置（マスク、消毒液等用意）をしたうえで、同じ場所での隔離も検討 

※保健所、医療機関等に連絡・相談する際には、この用紙に下記の事項を追記し、問

診票とあわせ、ＦＡＸ等で送付 

 

受付番号（問診票）    

避難者名  避難所名  

担当者名  連 絡 先 TEL:    FAX: 

保健所等への送付日時 月  日  時  分  
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【資料 10：避難所内での留意事項について】 

 

避難所内での留意事項について（専用スペース入居者向け） 

 
専用スペースに入られた方は、可能な範囲で他者との接触を避けなければなりません。 

このため、避難所内での生活に当たり、以下の点に十分に留意してください。 

 

１ 健康状態の確認 

・検温、問診を毎日受けてください。 

・発熱や体調が悪い場合はスタッフに申し出てください。 

 

２ 避難所での生活に当たっての基本事項 

（１）生活全般について 

・原則として専用スペース内に留まってください。 

・専用トイレがある場合は、他のトイレを絶対に使用しないでください。 

・専用スペースから出る際は、石けんで手洗いをしてから専用スペースを出て、必

ずマスクを着用の上、他の避難者とのソーシャルディスタンシングを確保して行動

し、戻ったら必ず石けんで手洗いをしてください。 

・非常時はスタッフの指示に従ってください。 

（２）清掃について 

・専用スペース内の清掃は各自で行ってください。 

・専用スペースをひどく汚した際はスタッフにご相談ください。 

・トイレを使用した場合には、都度消毒をしてください。 

・退所の際は必ず各自で清掃を行い、ゴミ箱も空にしてください。 

（３）ゴミについて 

・ゴミは分別のうえ、専用スペース内に設置してあるゴミ箱に廃棄してください。 

・ゴミ箱にはできるだけ手を触れず、ふたなどはこまめに消毒してください。 

（４）食事について 

・食事は専用スペースの前に配膳させていただく予定です。食事が終わりましたら、 

容器を密封して、専用スペースのゴミ箱に廃棄してください。 

 

３ その他の留意事項 

・健康状態の正確な確認が困難となる恐れがあることや症状の悪化の恐れがあるこ

とから、飲酒・喫煙は行わないでください。 

・その他、避難所の利用にあたっては職員の指示に従ってください。 
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【資料 11：健康状態チェックカード（例）】 
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【資料 12：健康状態チェック表（例）】 

 
 

 


